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づいて行った。フリッカの知覚に関しては CCIR Recommendation 500-2で勧告されている評価語を用
い、5段階で評価をした。HDTVは画面の高さをHとすると、2Hから3Hの距離での視聴に適している。その
ため実験時の視距離は2H、3Hとした。またスーパーハイビジョンを想定して0.75Hでも測定を行った。室





Fperとし、輝度をBとすると、Fper =37 +16 log Bという関係が有ることがわかった。また、フリッカ
の知覚限界となる周波数Faccと輝度Bの関係は、Facc =34 +11 log Bとなった。 
ランプリセット周波数とPDPのバックグラウンド輝度の関係の測定から、リセット周波数30Hz、暗室環境
化においてフリッカレスとなることを見出した。またFull-HD ディスプレイを考慮すれば、リセット周波数
20Hzではフリッカは知覚されるが許容できる範囲であることがわかった。 
次にリセット周波数を下げたときの動作安定性を確認するため、リセット周波数に対する動作
電圧マージンを測定した。リセット周波数が60Hzのとき、駆動電圧マージンが18Ｖであったのに対し、リ
セット周波数30Ｈｚ、20Ｈｚではそれぞれ14.8V、12Vとなった。このときPDPのバックグラウンド輝度は
0.036cd/m
2
 となり、ピーク輝度が1250cd/m2であったため、コントラスト比35,000:1が得られた。 
 
 
